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学生への指導方針 
最初はウイルス学研究を進める上で必要な実験手技を学んでもらう。個々の研究テーマ

の選択は、研究室で進めている研究プロジェクトおよびその関連分野から個人の学問的

興味や希望を尊重し、決定する。 

学生に対する要望 感染症に興味があり、研究意欲の高い学生を希望します。 

問 合 せ 先 
(Tel) 06-6879-8335 

担 当 者 小林 剛 
(Email) tkobayashi@biken.osaka-u.ac.jp 

その他出願にあたって

の注意事項等  

 
（以下教室紹介） 
研究内容 
1) ロタウイルスに関する研究 
 ロタウイルス（RV）は乳幼児の急性胃腸炎の主

な原因病原体で、医療の発展が遅れている開発途

上国では、RV 感染により多くの乳幼児が命を落

としています。最近、私達は、RV における遺伝

子操作系の開発に成功しました（図 1）。この新規

遺伝子操作系を活用し、RV の複製機構や病態発

現機序の解明を進めることで、予防・治療法の確

立を目指しています。さらに、ロタウイルスと同

様に下痢症を引き起こすノロウイルスやアストロ

ウイルスについても研究を進めています。 
 
2) 腫瘍溶解性レオウイルスを用いた癌治療に関する研究 
 哺乳類オルソレオウイルス（MRV）は、10 分節の 2 本鎖 RNA をゲノムとして持っています。MRV は腫瘍細

胞で選択的に増殖し、腫瘍細胞を溶解することから、頭頸部癌、大腸癌、乳癌、膵臓癌等の治療を目的とし

た、腫瘍溶解性ウイルスとしての研究が進んでいます。私達は MRV のリバースジェネティクス系を導入・駆使

することで、遺伝子改変 MRV を作出し、より安全で治療効果の高い腫瘍溶解性 MRV の開発研究を行っていま

す。 
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研究室メンバー（2026 年度） 

教授 1 名、助教 3 名、実験・事務員 4 名、大学院生 7 名 

 


